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◇ 雌阿寒岳   
ポンマチネシリ 96-1 火口では高温の状態が継続していますが噴出の勢いは引き続き弱く、
その他の火口・地熱域にも特に変化はありません。また、顕著な地震増加もありませんでした。 

 
◇ 十勝岳  

62-2 火口では活発な噴煙活動が続いています。地震活動は静穏に経過しました。 
 
● 樽前山    

7 月 6 日～7 日にかけて、高感度カメラによりドーム南西（Ｂ）噴気孔群が夜間明るく見え 
る現象を観測しましたが、噴煙、地震、地殻変動などのデータに異常はありませんでした。 
 
◇ 有珠山    
火山活動は静穏に経過しました。 
 
◇ 北海道駒ヶ岳 

地震活動、噴煙活動は静穏に経過しました。ＧＰＳ観測では、引き続きわずかな山体膨張傾
向が見られます。 

 
次の火山活動解説資料（平成15 年 8月分）は 9月 8 日に公表します。 

（札幌管区気象台ホームページ http://www.sapporo-jma.go.jp） 

（気象庁ホームページhttp://jma.go.jp） 


